
6 1 金
18:00～ 17:30～（受付 ）

2,000円（資料代）

〒542-0081 大阪市中央区南船場 4-10-26 5F
TEL:06-6253-8950　FAX:06-6253-8951

一般財団法人 ジオ政策研究所 事務局

主催 : 一般財団法人 ジオ政策研究所
後援 : 社団法人 生産技術振興協会、一般社団法人 関西中小企業研究所、
　　  一般財団法人 日本教育支援機構
協力：株式会社イングラムジャパン、日本アイ・ビー・エム株式会社

大阪大学中之島センター
《10F佐治敬三メモリアルホール》

日　時

会　場

参加費

『クールシティ・堺』の実現
市民協働で創造する環境共生都市
堺市長 竹山 修身

18:10

17:30 受付

20:10 質疑
20:30 閉会

主催者挨拶 ジオ政策研究所 理事長 西脇 邦雄
18:00 開会

お申し込みは裏面へ

ジオ政策研究所 理事 伊原和夫総合司会

報化時代を迎え、ICTを活用した社会の最適化や新たなサービスが行
政、医療、福祉、教育、交通、エネルギーなど様々な場面で生まれ、都市の
よりスマートな姿が現れ始めた。

　スウェーデンストックホルムにおける交通のスマート化は、市内の交通量を25％減
少させ、CO2排出量を大幅に削減させた。アメリカニューヨークの安心・安全のス
マート化では、犯罪情報を照合する情報システムで犯罪率を３割減少させた。また、日
本では釧路漁港の品質トレーサビリティーと空輸直送で鮮度の見える化を実現し鮮
魚流通をスマート化、北九州市では低炭素社会を目指す次世代街づくりが電気の地
産地消を本格化させている。世界中で都市のあるべき姿を目指して、市民・企業・行
政をつなぐスマートシティの取り組みが進み、相互に繋がり、ICTネットワークが新た
な社会インフラとして動き出し、より賢く便利な街づくりが構築されつつある。
　私たちが住む大阪、いつの時代にも人と人のつながりを大切にした街、商業を中心
に民間の力が支えた街、大阪。今、大阪は未来に向かってさらにその姿を変えようと
している。

情

セミナーのご案内第 回 

大阪を変える
スマートシティ

3

2012年 月 日
国内外で拡がるスマーターシティへの取組み
とその課題 
日本アイ・ビー・エム株式会社
公共サービス事業部　官公庁サービス部長 今野 玲

18:30

お問い合わせ

クラウドなどICTを活用した情報基盤
八尾市長

19:55

『スマート市役所』行政サービスの連携と創造

『咲洲地区スマートコミュニティ実証事業』
について
大阪市環境局エネルギー政策担当部長 吉田 謙吾

田中 誠太

19:40
二部

一部

休 憩
事例紹介


